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１．はしがき 

 河川や湖沼等の水環境は、流域内における土地利用形態の変化や社会・経済発展に伴って流入

する負荷量が増大し、水質悪化や富栄養化が急速に進行した。農村地帯においても、集水域の宅

地化による生活雑排水の増加や農地からの排水が水環境を悪化させているとの指摘もあり、その

対応策が迫られている。本研究は農村地帯における水質環境の実態を把握し、その地域にあった

安価な改善手法について検討したものである。 

２．調査地点の概要と実験方法 

水環境調査は青森県津軽平野で生活雑排水が流入する排水路２カ所（青森市、鶴田町）、農業

用溜池、水田地帯の排水路末端の４カ所で、４月下旬から 11 月上旬まで週１回現地調査を行った。

本研究で用いた水質改善手法は、主にホタテ貝殻を接触ろ材に用いた生物学的処理の一つである

接触酸化法であり、施設費や維持管理費が比較的安いと言われている。ホタテ貝は青森県の特産

であるが、陸奥湾周辺で排出される貝殻の量だけでも年間４万トン以上にのぼり、一部はカキの

採苗コレクターや土木・建築材料として利用されているが、大部分は処分に困っている産業廃棄

物である。しかし、水質浄化資材として利用可能であれば、接触ろ材費がかからないばかりか、

地域の有用なリサイクル資源となる可能性が高い。浄化実験は大学内で水槽（容量 65L）、小型

水路（全長：6.2m、幅：10cm、高さ：15cm）を用いて行った基礎実験、現地での適用実験は青森

市新城地区に設置された浄化水路（全長：102m、幅：1m、高さ：0.5m）２レーンで行った。１レ

ーンは接触ろ材にホタテ貝殻、他方は間伐材を原料にした木炭を使用した。 

３．結果と考察 

水環境調査は表－１に示したとおり、青森県津軽平野における約６ヶ月間調査の（測定回数：

28 回）の平均値である。表中上段２カ所は生活雑排水が流入する排水路の地区末端地点、廻堰大

溜池は東北でも最大規模の農業用溜池、館岡機場は循環灌漑を行っている水田地帯の排水路末端

ポンプ場である。決して濃度が低いと言えない農業用水利施設の水質と比較しても生活雑排水が

流入する排水路は全窒素で２～3.3 倍、全リンでは４～9.8 倍であり、悪臭もあるため、排水路近

傍の住民からは改善の要望が高い。 

  表－1 農村地帯の平均水質（2006 年度） 

鶴田廃堰 19.1 5.8 13 727 7.15 10.29 4.37 0.939

新城 18.0 5.1 15 379 7.09 11.25 6.36 1.588

廻堰大溜池 20.1 8.9 15 141 7.68 8.41 1.93 0.162

舘岡排水機場 18.4 7.0 22 295 6.57 9.72 2.19 0.229
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大学内で行った水質浄化実験の

結果は図－１に示した。接触ろ材に

はホタテ貝殻を使用し、水槽と小型

水路（エアーレーション有・無）の

３つの条件で各４～６回行った結

果の平均を用いて回帰曲線を作成

した。個々の実験ではバラツキはあ

るものの、検水がろ材と接触する時

間経過と共に浄化率は上昇する傾

向を示した。有機物質や全リンの浄

化効果は水路底にパイプを通して

エアーレーションを行った場合に

良好な結果を得た。特に全リンはい

ずれの実験条件でも 10 時間未満で

浄化率が 20％を超える結果を得た。

ただ、これまでの実験結果では全窒

素の浄化効果が低く、エアーレーシ

ョンを行っても浄化率の改善がそ

れほど認められなかった。 

現地での浄化実験を行った青森

市新城下堰は、近年用水路周辺が団

地化され、家庭からの生活雑排水が

用水路に流入し、灌漑用水の悪化が

顕著になってきた。これを解消する

ため、水質保全対策事業を実施し、

用水と排水を分離した地区である。

浄化水路は分離した排水を処理し

てから河川への放流を行うために

設置された。表－２は２種類の接触

ろ材で３年間行った定期調査（測定

回数：28 回）の平均浄化率である。

2005 年度は両ろ材共に 15～40％程

度の浄化率を示したが、次第にその

効率が落ちてきた。その原因はホタ

テ貝殻が溶出して痩せてきたこと、

木炭は目詰まりが原因の一つであ

ると考えている。従って、安価に入

手可能な地域資源であっても、年１

～２回程度の清掃など維持管理が

重要であることを示唆している。 
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図－１ 実験室内での浄化実験(接触ろ材：ホタテ貝殻) 

 

表－２ 新城浄化水路における年度別浄化率 

COD浄化率
（％）

T-N浄化率
（％）

T-P浄化率
(％)

2005年 14.0% 15.6% 14.3%

2006年 8.7% 12.5% 5.6%
2007年 2.3% 13.4% -1.5%

2005年 26.3% 29.1% 31.3%

2006年 12.3% 23.9% 30.3%
2007年 12.2% 14.0% 19.6%

接触ろ材：ホタテ貝殻

接触ろ材：木炭

年度
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